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審査 の 結果 の 要旨
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本研究は ､ 都市部 に居住す る高齢 の 夫婦 の み世帯に お ける介護者 22 4 名 を対象に ､ 妻介

護者と比較 した 夫介護者 の特徴お よ び介護負担感 の 関連要 因の 性差を明らか にする こ とを

目的に訪 問面接調査 を実施 した｡ さらに ､ 2 2 4 名 の うち夫介護者 81 名 を対象と して
､ 食事

の支度の遂行状況 ､ 世帯外 の 支援の状況 ､ 食事の 支度に関す る 困り事 の 内容を明らか に し
､

支援の 必 要な対象者 と支援内容 に つ い て 検討す る こ と を目的に ､ 再度訪 問面接調査 を実施

し
､ 下記 の 結果を得て い る｡

1 . 夫婦 の み世帯の 夫介護者の 特徴

夫婦 の み世帯の 夫介護者の 特徴と して ､
妻介護者 と比 べ て ､ 情緒的サポ ー

トを受けて い

ない 者が 多く ､ 介護負担感が低く
､

｢ 買物｣ ｢食事 の 支度｣ ｢排椎介助｣ の介護者に よ る遂行

率が低 い こ とが 示 された ｡

2 . 介護者の 介護負担感 の 関連要 因

介護負担感 の 関連要 因に性差がみ られた の は被介護者の A D L お よび I A D L 得点 で あり ､

妻介護者群 で は ､ 被介護者で ある夫 の A D L 得点が低い ほ ど､ 夫介護者群 で は ､ 被介護者

で ある妻 の I A D L 得点が低 い ほ ど､ 介護負担感が 高か っ た ｡ こ れ より ､ 夫介護者の 介護負

担感 は ､ 被介護者の I A D L の 影響を受 ける こ とが 示 唆され た ｡

3 . 夫介護者 の 食事 の支度 に 関す る困り事 の有無 と内容

夫介護者に よる ｢食事 の 支度｣ の 遂行 に 関す る困り事に つ い て検討 した と こ ろ ､ 被介護

者 で ある妻 の基本的な A D L は 自立 して い るが ､ 食事 の 支度 が で きない ケ ー ス で は
､ 夫介

護者に食事 の支度に関す る困難 が生 じて い る こ とが 示 された ｡ 夫介護者が食事 を作る こ と

が で きない 場合や ､ 食事 を作る こ と に慣れて い ない場合 に は ､ 適切 な食生活 を維持す るた

め に ､ 調 理方法の 指導を行うな どの 新たな支援の 必要性 が 示唆された 0

2 - 1



以 上 ､ 本論文 は ､ 夫婦 の み世帯 の増加 に伴い 高齢の 夫が妻 を介護す るケ ー

ス が増えて い

るなか で
､ 本邦 では 先行研究の 少 ない夫介護者に着目 し､ 妻介護者と比 較した夫介護者の

特徴や問題点を明らか に した 点に独創性 が認 められ る ｡ ま た ､
なか でも夫介護者 に生 じる

食事 の 支度に関す る問題 に焦点をあて
､ 在宅介護を継続す るた め に必要な支援内容 を明確

に した 点 にお い て ､ 臨床的応用性が高く ､ 学位 の授与 に催す るもの と認め られ る｡
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